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「高倉びわ」の出荷が本格化 
露地びわ出荷目合わせ会を開催 

 

令和６年５月２９日、ＪＡ北九びわ部会は、岡垣町の吉木集荷場におい

て、露地びわの出荷目合わせ会を開催しました。 

びわ部会では、「高倉びわ」として３月下旬からハウスびわを出荷して

いましたが、これから露地びわの出荷が本格化し、６月にかけて出荷ピ

ークを迎えます。 

岡垣町のびわは１２０年以上前から生産され、県内の約７割の栽培面

積を占める県内一の産地となっており、ＪＡ北九「高倉びわ」のブランドで

広く知られています。 

今回、露地びわの出荷が本格化する前に、びわ部会員がパック詰め

の規格や果実外観などの出荷基準について、出荷規格表や出荷物を見

ながら確認を行いました。 

今年度産のびわは、晩霜、収穫直前の強風、及びカメムシの被害が発

生していますが、凍害で大減収した昨年より１割程度多い 14.7ｔの出荷を

計画しています。また、日頃の丁寧な管理と５月の好天により、糖度が高

く、見た目も鮮やかな高品質な果実に仕上がっています。 

今後も、普及指導センターは、「高倉びわ」の高品質・安定生産および

産地の維持・発展のために関係機関と連携して支援を行っていきます。 
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部会長からの説明 各自で出荷基準を確認 


